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南
小
菅
ヶ
谷
住
宅
解
体
工
事

横
浜
市
栄
区
本
郷
台
駅
近
く

二
〇
一
七
年
九
月

本
郷
台
駅
近
く
に
国
家

公
務
員
の
南
小
菅
ヶ
谷
住

宅
が
あ
っ
た
。
七
階
建
て

三
七
八
戸
。
そ
れ
が
３･

11
の
復
興
財
源
に
充
て
る

為
、
民
間
に
売
却
さ
れ
た
。

十
五
階
建
て
の
分
譲
マ

ン
シ
ョ
ン
建
設
の
為
、
取

り
壊
し
中
で
あ
っ
た
。

｢

現
存
す
る
建
物
を
壊

し
て
新
た
に
作
る｣

と
い

う
の
は
ど
う
か
？
一
九
七

五
年
建
設
だ
が
、
最
新
の

耐
震
基
準
に
あ
う
よ
う
補

強
す
れ
ば
使
え
る
の
で
は
？

今
、
全
国
で
は
空
き
家

が
増
え
て
い
る
。
一
方
で

マ
ン
シ
ョ
ン
の
新
築
や
建

売
住
宅
の
建
設
が
盛
ん
だ
。

建
設
大
手
は
潤
う
が
、

日
本
経
済
全
体
と
し
て
は

ど
う
か
？

使
え
る
物
を
壊
さ
ず
使

え
れ
ば
家
賃
も
低
く
抑
え

ら
れ
る
。
低
家
賃
の
公
共

住
宅
を
沢
山
作
り
、
家
族

の
人
数
の
変
化
に
応
じ
て
、

適
切
な
所
に
移
れ
る
よ
う

に
す
れ
ば
、
持
ち
家
に
す

る
必
要
も
な
い
と
思
う
が
？

こ

す

が

や

「平和条約を結ぶ」という道がある！

皆
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？

国
連
安
保
理
で
北
朝
鮮

制
裁
決
議
が
全
会
一
致
で

決
ま
っ
た
。
し
か
し
、
こ

れ
で
北
朝
鮮
が
大
人
し
く

な
る
と
は
誰
も
思
わ
な
い
。

何
故
か
？

一
九
五
三
年
の
休
戦
協

定
で
停
戦
し
て
い
る
が
、

米
韓
と
北
朝
鮮
は
戦
争
中
。

戦
争
中
と
い
う
こ
と
は
、

北
か
ら
見
れ
ば
、
状
況
に

よ
っ
て
は
、
米
韓
に
降
伏

さ
せ
ら
れ
る
か
も
知
れ
な

い
の
だ
。

北
朝
鮮
の
平
和
条
約
の

直
接
交
渉
の
要
求
に
、
米

国
は｢

核
や
ミ
サ
イ
ル
の

放
棄
が
先
」
と
応
じ
る
気

配
す
ら
な
い
。
放
棄
し
、

反
撃
手
段
が
な
く
な
れ
ば
、

口
実
を
設
け
て
、
米
国
は

一
方
的
に
攻
撃
す
る
か
も

知
れ
な
い
。
イ
ラ
ク
、
ア

フ
ガ
ン
、
リ
ビ
ア
や
シ
リ

ア
を
見
れ
ば
明
ら
か
。

韓
国
軍
は
金
正
恩
ら
を

暗
殺
す
る｢

斬
首
作
戦
部

隊｣

を
「
12
月
１
日
に
実

戦
配
備
す
る｣

と
云
う
。

要
す
る
に
米
国
は｢

自

分
ら
は
武
器(

＝
核
兵
器
、

ミ
サ
イ
ル)

を
保
持
す
る｣

が｢

北
は
武
器
を
放
棄
せ

よ｣

と
云
っ
て
い
る
の
と

同
じ
事
。

朝
鮮
半
島
に
恒
久
平
和
を

今
必
要
な
の
は
相
互
の

敵
視
を
止
め
、
恒
久
的
な

平
和
を
実
現
す
る
こ
と
で

は
な
い
か
。

そ
れ
に
は
朝
鮮
戦
争
を

終
結
さ
せ
、
北
朝
鮮
と
の

平
和
条
約
を
結
ぶ
こ
と
が

必
要
。
そ
の
後
、
米
国
が

一
方
的
に
攻
撃
し
な
い
よ

う
に
国
際
的
に
保
証
す
る

枠
組
み
も
必
要
だ
。

そ
し
て
、
全
て
の
核
保

有
国
が
核
兵
器
禁
止
条
約

に
従
い
、
核
兵
器
の
廃
止

に
踏
み
出
す
こ
と
。
そ
れ

が
北
に
核
兵
器
を
放
棄
さ

せ
る
最
短
の
道
で
は
な
い

か
。


